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第
一
節　

問
題
意
識

─
平
安
朝
文
学
史
を
め
ぐ
っ
て

　
「
国
風
文
化
」
な
る
用
語
に
つ
い
て
、「
仮
名
文
字
の
発
達
に
伴
う
国
文

学
の
隆
盛
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
」
（
１
）、
あ
る
い
は
「
宮
廷
の
女

房
を
中
心
と
す
る
日
記
、
随
筆
、
和
歌
な
ど
の
仮
名
文
学
が
発
達
し
」
（
２
）

た

と
い
っ
た
言
説
に
象
徴
さ
れ
る
ご
と
く
、
仮
名

0

0

で
書
か
れ
た
王
朝
文
学
が

「
国
風
文
化
」
と
相
即
不
離
の
関
係
で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
が
、
今
日
に

至
る
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

稿
者
は
こ
こ
で
「
国
風
文
化
」
そ
れ
自
体
を
云
々
す
る
の
が
目
的
な
の

『
藤
原
保
則
伝
』
試
論

─
〈
批
判
精
神
〉
の
獲
得
と
そ
の
文
学
史
的
意
義

─
河
野
友
哉

で
は
な
い
。
た
だ
、
上
述
の
「
国
風
文
化
」
理
解
と
符
合
す
る
か
の
ご
と

く
に
、
こ
れ
ま
で
の
平
安
朝
文
学
史
も
、
や
は
り
仮
名

0

0

文
に
偏
重
し
て
構

築
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
た
い
の
だ
。
そ
の

一
つ
と
し
て「
仮
名
文
学
の
成
立
」と
い
う
問
題
を
例
に
取
っ
て
み
て
も
、

非
常
に
多
く
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
る（
３
）。

　

だ
が
、
そ
の
仮
名

0

0

文
学
の
成
立
に
先
立
つ
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
初
頭

の
時
期
に
、
既
に
散
文
テ
キ
ス
ト
は
他
に
も
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
代
表

的
作
品
が
、
今
か
ら
俎
上
に
載
せ
よ
う
と
す
る
、
漢
文
体
の
伝
記
『
藤
原

保
則
伝
』（
以
下
『
保
則
伝
』）
で
あ
る
。
稿
者
と
し
て
は
、
か
よ
う
な
漢

文
体
テ
キ
ス
ト
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
伝
記
と
い
っ
た
漢
文
体
の
散
文
叙
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述
を
も
含
め
た
和
・
漢
の
包
括
的
な
文
学
史
を
構
築
し
て
ゆ
く
必
要
性
を

強
く
感
じ
て
い
る
。
と
り
も
な
お
さ
ず
本
稿
は
、
か
か
る
問
題
意
識
の
も

と
、『
保
則
伝
』
に
求
め
得
る
〈
批
判
精
神
〉
に
着
目
し
、
そ
れ
が
平
安

朝
文
学
史
に
お
い
て
い
か
に
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
な
ら

し
め
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
試
み
は
、
日
本
の
散
文

叙
述
と
い
う
問
題
を
考
え
て
ゆ
く
文
学
史
的
営
為
に
も
、
い
く
ば
く
か
の

寄
与
を
な
し
得
る
も
の
と
信
じ
る（
４
）。

第
二
節　
『
保
則
伝
』
の
叙
述
に
見
る
〈
批
判
精
神
〉

　

で
は
、
そ
の
〈
批
判
精
神
〉
な
る
も
の
は
一
体
い
か
に
定
義
さ
れ
、
ま

た
い
か
に
し
て
テ
キ
ス
ト
上
に
現
出
す
る
の
だ
ろ
う
か
。早
速
本
節
で
は
、

『
保
則
伝
』
の
叙
述
に
求
め
得
る
〈
批
判
精
神
〉
を
詳
ら
か
な
ら
し
め
た

い
と
思
う
。
ま
ず
は
具
体
的
な
本
文
を
掲
げ
、
そ
の
都
度
説
明
を
施
す
。

①�

無
レ

幾
遷
二

民
部
大
輔
一

。
民
部
省
例
、
以
二

商
布
一

貴
、
貿
二

諸
国
米
一

、

以
充
二

官
人
厨く
り
や用

一

。
名
為
二

交
易
一

、
実
是
箕き

斂れ
ん

。
諸
国
百
姓
、
為
レ

之
愁
苦
。�

（
続
群
書
類
従
／
67
頁
）

　
『
思
想
大
系
』
も
指
摘
す
る
通
り
、「
商
布
」
は
諸
国
の
米
と
交
換
さ
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
そ
の
交
換
は
「
名
は
交
易
と
為
せ

ど
も
、
実
は
是
れ
箕
斂
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
「
箕
斂
」
な
る
表
現

だ
が
、
そ
れ
そ
の
も
の
こ
そ
日
本
の
文
献
に
は
用
例
を
見
出
し
得
な
い
も

の
の
、
類
例
と
し
て
は
、

◇�

国
郡
等
司
、
莫
下

因
二

此
事
一

、
侵
二

擾
百
姓
一

強
令
中

収8

斂8

上

。
布
二

告
遐か

邇じ
一

、
知
二

朕
意
一

焉
。

�

（『
続
日
本
紀
』
天
平
十
五
年
十
月
十
五
日
／
新
大
系
②
・
432
頁
）

◇�

近
得
二

飛
語
一

云
、「
彼
吏
、
或
撃
レ

目
閉
レ

口
、
似
二

避
レ

時
之
人
一

。
或

忘
レ

恥
貪
レ

財
、
為
二

聚
斂
8

8

之
吏
一

。
府
司
国
宰
、
莫
レ

不
二

悲
傷
一

。
若

如
レ

此
不
レ

変
、
恐
噛
レ

斉
不
レ

及
」。

�

（『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
仁
寿
二
年
二
月
八
日
／
国
史
大
系
・
37
頁
）

が
挙
げ
ら
れ
、
い
ず
れ
も
役
人
に
よ
る
人
民
へ
の
搾
取
と
解
す
る
べ
き
で

あ
り
、「
箕
斂
」
も
こ
の
二
例
と
同
一
の
文
脈
に
お
い
て
理
解
さ
れ
よ
う
。

「
諸
国
の
百
姓
、
之
が
為
に
愁
へ
苦
し
ぶ
」
の
で
あ
る
。

②�

官
軍
大
駭
お
ど
ろ
キ、

狼
狽
散
走
。
賊
乗
レ

勢
前
後
奮
撃
焉
。
官
軍
大
潰
。
遂

斬
二

出
羽
国
弩
師
神
服
直3

雄（
５
）

及
両
国
偏
裨
数
十
人
一

、
軍
士
被
レ

殺
虜

数
百
千
人
、
軍
実
甲
冑
、
悉
被
二

鹵ろ

獲か
く

一

。
遂
相
蹈
藉
、
死
者
不
レ

可
二

勝
数
一

。
文
室
有
房
被
レ

創
殆
死
。
小
野
春
泉
潜
二

伏
死
人
之
中
一

、
纔

得
レ

免
レ

害
。
藤
原
梶
長
深
竄
か
く
レ
テ二

草
間
一

、五
日
不
レ

食
、
賊
去
之
後
、
歩

逃
至
二

陸
奥
国
一

。�

（
68
頁
）

　

こ
の
「
元
慶
の
乱
」
の
描
写
に
つ
い
て
、
所
功
氏
は
『
保
則
伝
』
当
該

部
分
と
内
容
上
対
応
す
る
正
史
『
三
代
実
録
』
元
慶
二
年
六
月
七
日
条
、
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十
六
日
条
と
の
比
較
を
試
み
、「
実
録
は
⑸
も
⑹
も
（
引
用
者
注
、
⑸
は

六
月
七
日
条
、
⑹
は
十
六
日
条
）
出
羽
国
守
の
飛
駅
奏
言
に
基
づ
い
て
、

賊
軍
の
攻
勢
と
官
軍
の
応
戦
ぶ
り
を
詳
細
に
伝
へ
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
本
書
（
引
用
者
注
、『
保
則
伝
』）
は
、
官
軍
の
狼
狽
と
惨
敗
の
様
子
を

端
的
に
描
き
出
し
て
ゐ
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、「
前
者
は
現
地
（
出
羽
）

の
官
軍
に
弁
護
的
で
あ
る
が
、
本
書
は
そ
れ
（
と
く
に
軍
指
揮
者
達
）
に

批
判
的
だ
と
い
へ
よ
う
」
と
結
論
付
け
て
い
る（
６
）。
当
を
得
た
見
解
と
思
わ

れ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
正
史
の
叙
述
を
実
際
に
見
て
み
よ
う
。

◇�

重
飛
駅
言
曰
、「
権
介
藤
原
朝
臣
統
行
、
権
掾
小
野
春
泉
、
文
室
有
房

等
、進
至
二

秋
田
旧
城
一

。蓄
レ

甲
積
レ

粮
。陸
奥
押
領
使
大
掾
藤
原
梶
長

等
所
レ

将
援
兵
、
与
二

本
国
兵
卒
一

合
五
千
余
人
、
聚
在
二

城
中
一

。
賊

出
二

不
意
一

、四
方
攻
囲
。
官
軍
力
戦
、
賊
勢
転う
た
タ盛
。
権
介
統
行
等
戦

敗
而
帰
。
権
掾
有
房
殊
死
而
戦
、
殺
二

賊
数
人
一

、
賊
矢
中
二

左
脚
一

、

被
レ

瘡
逾
厲や
ム

。
軍
無
二

後
継
一

、
㩳
そ
ば
だ
テ
テレ

身
逃
帰
。
権
介
統
行
男
、
従
レ

軍

在
レ

戦
、
及
権
弩
師
神
服
直
雄
、
並
戦
而
死
。
甲
冑
三
百
領
、
米
糒

七
百
碩
、
衾
一
千
条
、
馬
一
千
五
百
疋
、
尽
為
二

賊
所
一レ

取
。
自
余

軍
実
・
器き

仗ぢ
や
う・
什じ
ふ

物も
つ

、
一
無
二

在
存
者
一

。」

�（『
日
本
三
代
実
録
』元
慶
二
年
六
月
七
日
／
国
史
大
系
後
篇
・
429
～
430
頁
）

◇�

出
羽
国
守
藤
原
朝
臣
興
世
飛
駅
奏
言
、「
賊
鋒
強
盛
、
日
増
二

暴
慢
一

。

囲
二

守
営
所
一

、
視
無
二

去
意
一

。
官
軍
畏
懦
、
只
事
二

逃
散
一

。
陸
奥
軍

士
二
千
人
、押
領
使
大
掾
藤
原
梶
長
等
、窃
求
二

山
道
一

、皆
悉
逃
亡
。」

�

（
同
、
同
年
六
月
十
六
日
／
同
後
篇
・
431
頁
）

　

正
史
に
比
し
て
『
保
則
伝
』
が
朝
廷
に
批
判
的
で
あ
る
点
は
無
論
肯
わ

れ
よ
う
が
、
さ
ら
に
『
保
則
伝
』
の
方
が
『
三
代
実
録
』
よ
り
記
述
量
は

少
な
い
な
が
ら
も
、
詳
細
で
具
体
的
な
描
写
に
及
び
得
て
い
る
。
引
用
②

お
よ
び
『
三
代
実
録
』
引
用
部
に
四
角
で
囲
っ
た
四
名
の
う
ち
、
そ
の
死

闘
ぶ
り
は
文
室
有
房
の
み
『
三
代
実
録
』
の
方
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
三
名
を
め
ぐ
る
戦
闘
描
写
は
、
例
え
ば
藤
原
梶
長
に
つ
い
て

「
深
く
草
の
間
に
竄
れ
て
、
五
日
食
は
ず
。
賊
去
る
後
に
、
歩
き
逃
れ
て

陸
奥
国
に
至
る
」
と
説
明
す
る
ご
と
く
、『
保
則
伝
』
の
方
が
細
部
に
踏

み
込
ん
だ
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。

③�

如
レ

聞
、
秋
田
城
司
良
岑
近
者
、
聚
斂
無
レ

厭
、
徴
求
万
端
。
故
畳
レ

怨
積
レ

怒
、
致
二

叛
逆
一

。
…
…
（
中
略
）。
異
時
、
秋
田
城
司
、
貪
欲

暴
横
、
谿け
い

壑が
く

難
レ

塡
。
若
毫
毛
不
レ

協か
な
ハ二

其
求
一

者
、
楚
毒
立
施
。

�

（
68
～
69
頁
）

　

引
き
続
き
「
元
慶
の
乱
」
を
め
ぐ
る
記
述
。
そ
も
そ
も
政
府
に
反
旗
を

翻
す
状
況
に
蝦
夷
を
至
ら
し
め
た
原
因
は
、
秋
田
城
司
「
良
岑
近
」
な
る

国
司
が
人
民
に
苛
政
を
強
い
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
驚
愕
の
事
実

が
暴
露
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
か
か
る
国
司
の
不
当
な
収
奪
や
搾
取
は
、
単
に
「
良
岑
近
」

と
い
う
一
地
方
官
に
限
っ
た
話
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。「
良
岑
近
」

な
る
官
吏
の
横
暴
は
決
し
て
彼
の
属
人
性
に
帰
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
は
な

く
、
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
地
方
政
治
の
混
乱
と
い
う
、
よ
り
普
遍
的
な

文
脈
の
中
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
は
な
い
の
か
。
ゆ
え
に
こ
の
記
述

は
、「
良
岑
近
」
一
個
人
を
糾
弾
・
断
罪
す
る
も
の
で
は
な
く
、
律
令
国

家
崩
壊
期
の
社
会
矛
盾
の
一
つ
と
言
う
べ
き
、
地
方
行
政
の
破
綻
と
い
う

問
題
自
体
を
取
り
上
げ
た
言
説
で
あ
る
と
解
す
べ
き
な
の
だ
。

④�（
出
羽
国
ハ
）
民
・
夷
雑
居
、
田
地
膏
腴
、
土
産
所
レ

出
、
珍
貨
多
端
。

豪
吏
幷
兼
、
無
レ

有
二

紀
極
一

。
私
ひ
そ
か
ニ増

二

租
税
一

、
恣
加
二

徭
賦
一

。

�

（
69
頁
）

　

次
い
で
④
で
は
、
出
羽
国
は
土
地
が
豊
か
で
珍
し
い
財
宝
も
多
く
出
て

く
る
が
、
そ
れ
を
「
豪
吏
」
が
「
幷
兼
」
す
る
と
い
う
。
そ
の
「
幷
兼
」

な
る
表
現
だ
が
、

◇�

而
今
已
姧
二

其
田
一

、
終
闕
二

厥そ
ノ

貢
一

。
牧
宰
空
懐
二

無
用
之
田
籍
一

、

豪
富
弥
収
二

幷
兼
8

8

之
地
利
一

。非
二

唯
公
損
之
深
一

、亦
成
二

吏
治
之
妨
一

。
�

（『
本
朝
文
粋
』「
意
見
十
二
箇
条
」
／
新
大
系
・
151
頁
）

◇�

是
日
、前
筑
前
国
守
文
室
朝
臣
宮
田
麻
呂
、取
二

李
忠
等
所
レ

賷
雑
物
一

、

…
…
（
中
略
）。
而
奪
二

廻
易
之
便
一

、
絶
二

商
賈
之
権
一

、
府
司

不
レ

加
二

勘
発
一

、
肆
ほ
し
い
ま
ま

令ニ
二

幷8

兼8

一

。
非
レ

失
二

賈
客
之
資
一

、
深
表
レ

無
二

王
憲
之
制
一

。

�（『
続
日
本
後
紀
』承
和
九
年
正
月
十
日
／
講
談
社
学
術
文
庫
下
17
～
18
頁
）

右
の
二
例
に
お
い
て
「
幷
兼
」
す
る
主
体
は
「
豪
富
」、
並
び
に
（
前
任

だ
が
）「
筑
前
国
守
」
で
あ
る
。
ま
ず
後
者
だ
が
、
あ
の
文
室
宮
田
麻
呂

が
い
か
に
強
欲
な
人
物
で
あ
っ
た
か
は
史
実
に
明
ら
か
で
あ
る
し
、
前
者

の
「
豪
富
」
も
必
ず
し
も
役
人
を
意
味
し
な
い
に
せ
よ
、
強
欲
な
者
が
不

当
な
収
奪
に
及
ん
で
い
る
事
実
が
看
取
で
き
る
だ
け
で
こ
こ
で
は
十
分
だ

ろ
う
。
財
を
蓄
え
豊
か
に
な
っ
た
強
欲
な
地
方
官
が
、
一
層
の
不
当
行
為

─
「
幷
兼
」

─
に
及
ん
で
い
る
実
態
が
、
白
日
の
下
に
晒
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

⑤�

権
門
子
、
年
来
求
二

善
馬
・
良
鷹
一

者
、
猥
聚
如
レ

雲
。
辺
民
愚
朴
、

無
レ

知
二

告
訴
一

、
唯
随
二

其
求
一

、
不
レ

言
二

煩
費
一

。�

（
69
頁
）

　

引
き
続
き
出
羽
国
の
話
で
あ
る
。
今
度
は
「
権
門
」
つ
ま
り
諸
々
の
院

宮
王
臣
家
・
五
位
以
上
が
馬
や
鷹
を
目
当
て
に
「
雲
の
如
」
く
集
ま
っ
て

く
る
と
述
べ
た
上
で
、「
告
訴
す
る
を
知
る
こ
と
無
く
、
唯
だ
其
の
求
む

る
に
随
ふ
の
み
に
し
て
、
煩
費
を
言
は
」
な
い
人
民
の
姿
を
も
描
い
て
い

る
の
だ
が
、『
保
則
伝
』
は
彼
ら
人
民
が
か
よ
う
に
従
順
で
あ
る
理
由
を
、

「
愚
朴
」
で
あ
る
た
め
と
語
る
。
無
知
蒙
昧
な
人
民
は
、
権
門
勢
家
の
略

奪
に
抵
抗
し
得
な
い
。
こ
れ
も
当
時
の
社
会
の
現
実
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

⑥�
良
岑
近
者
、貪
叨
賊
穢
、致
二

此
寇
乱
一

。而3

亦（
７
）無

二

懲
悪
之
典
一

。由
レ

是
、
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衆
議
多
譏
二

昭
宣
公
賞
罰
之
柄
一

。�

（
70
頁
）

　

⑥
に
は
、
乱
の
原
因
と
な
っ
た
秋
田
城
司
「
良
岑
近
」
が
何
ら
処
罰
を

受
け
ず
に
終
わ
り
、「
昭
宣
公
」
＝
基
経
の
裁
定
を
「
衆
議
」
つ
ま
り
皆

が
非
難
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
何
度
も
そ
の
名
が
登
場
す
る
「
良
岑
近
」

は
お
そ
ら
く
批
判
さ
れ
る
べ
き
「
悪
吏
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
か
か
る

基
経
批
判
を
わ
ざ
わ
ざ
書
き
記
す
必
要
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ

の
記
述
は
、『
保
則
伝
』
に
お
い
て
そ
の
批
判
的
性
格
が
体
制
批
判
と
い

う
形
で
最
も
直
接
的
に
言
表
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

⑦�

元
是
姦
猾
之
輩
、
猥
二

聚
鎮
西
境
内
一

。
其
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
三
国
、

尤
為
二

群
盗
之
藪
沢
一

。
郷
き
や
う

閭り
よ

騒
擾
、
道
路3

隔
絶
。
人
民
有
二

蓄
積
一

者
、

皆
被
二

殺
略
一

。
行
旅
有
二

資
儲
一

者
、
無
レ

有
二

令
治
一

。
…
…
（
中
略
）。

衆
人
皆
云
、「
宜
下

多
発
二

軍
士
一

悉
加
中

鉏
誅
上

。」
公
曰
、「
吾
聞
、
此

盗
渠
帥
、
率
非
二

編
戸
之
民
一

、
皆
是
流
浪
之
輩
也
。
或
良
家
子
弟

逐
二

衣
食
之
利
一

、
或
旧
吏
僕
従
取
二

婚
姻
之
便
一

。
寓
二

居
辺
城
一

、
猶

如
二

桑
梓
一

。
而
比
年
不
レ

稔
、
生
産
失
レ

利
。
無
頼
之
輩
、
同
悪
相

済す
く
ヒ、

争
尋
二

干
戈
一

。
赴
為
二

賊3

徒3

一

。
国3

之
民
大
半
為
レ

盗
。
…
…
（
中

略
）。此
輩
不
三

必
懐
二

凶
狡
之
心
一

、多
是
為
二

飢
寒
一

被
二

逼
迫
一

而
已
。

…
…
（
後
略
）。」
（
８
）�

（
70
頁
）

　

大
宰
府
に
つ
い
て
、
保
則
が
大
宰
大
弐
と
し
て
赴
任
す
る
以
前
の
惨
状

を
語
る
場
面
が
⑦
で
あ
る
。
赴
任
当
時
の
大
宰
府
の
状
況
を
示
す
史
料
と

し
て
、『
思
想
大
系
』
は
『
類
聚
三
代
格
』
寛
平
三
年
九
月
十
一
日
の
太

政
官
符
と
そ
の
所
引
、
延
暦
十
六
年
四
月
二
十
九
日
に
大
宰
府
へ
下
さ
れ

た
符
を
挙
げ
る
。

◇　

応
レ

禁
三

制
京
戸
子
弟
居
二

住
外
国
一

事

右
斉
衡
二
年
六
月
廿
五
日
格
偁
、
延
暦
十
六
年
四
月
廿
九
日
下
二

大

宰
府
一

符
偁
、
…
…
（
中
略
）。
今
聞
、
秩
満
解
レ

任
之
人
、
王
臣
子

孫
之
徒
、
結
レ

党
群
居
、
同
悪
相
済
、
佞
二

媚
官
人
一

、
威
二

凌
百
姓
一

、

妨
レ

農
奪
レ

業
、
為
レ

蠧と

良
ま
こ
と
ニ

深
、
…
…
（
中
略
）
者
。
右〔
藤
良
房
〕

大
臣
宣
、

…
…
（
中
略
）。
頃
年
京
貫
人
・
庶
王
臣
子
孫
、
或
就
二

婚
姻
一

或

遂す
す
ミ
テ

二

農
商
一

、
居
二

住
外
国
一

業
同
二

土
民
一

、
既
而
凶
党
相
招
横
二

行

村
里
一

、
対
二

捍
宰
吏
一

威
二

脅
細
民
一

。
非
三

唯
妨
二

国
務
一

、
抑
亦
傷
二

風
教
一

。�（『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
九
／
国
史
大
系
後
篇
・
620
～
621
頁
）

　

京
を
本
貫
と
す
る
者
や
そ
の
子
孫
が
他
国
に
住
み
着
い
て
い
る
問
題

は
、
他
に
『
三
代
実
録
』
元
慶
八
年
八
月
四
日
条
な
ど
に
も
見
え
、
九
世

紀
後
半
当
時
、
律
令
国
家
崩
壊
と
い
う
根
柢
の
問
題
に
基
づ
く
喫
緊
の
課

題
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　

た
だ
、
単
に
彼
ら
の
問
題
行
動
を
概
括
的
に

0

0

0

0

示
す
だ
け
で
あ
れ
ば
、
正

史
や
官
符
の
類
に
も
か
よ
う
に
見
出
さ
れ
る
の
に
対
し
、『
保
則
伝
』で
は
、

「
或
は
良
家
の
子
弟
に
し
て
衣
食
の
利
を
逐
は
れ
、
或
は
旧
吏
の
僕
従
に

し
て
婚
姻
の
便
を
取
る
」「
而
る
に
比
年
稔
ら
ず
し
て
、生
産
の
利
を
失
ふ
」



國學院雑誌　第 121 巻第３号（2020年） ─ 34 ─

「
此
の
輩
必
ず
し
も
凶
狡
の
心
を
懐
か
ず
、
多
く
是
れ
飢
寒
が
為
に
逼
迫

せ
ら
る
る
の
み
」
と
保
則
に
語
ら
し
め
、
官
撰
国
史
で
は
決
し
て
語
ら
れ

な
い
彼
ら
の
拠
所
な
い
事
情
に
切
り
込
む
。か
か
る
叙
述
態
度
の
差
異
は
、

そ
の
文
献
が
担
う
役
割
に
多
く
規
定
さ
れ
よ
う
。「
律
令
政
治
の
は
な
や

か
な
時
代
の
政
府
の
権
威
を
負
っ
て
撰
修
せ
ら
れ（
９
）」、

国
家
の
正
統
性
を

語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
正
史
や
、
支
配
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
提
示
、
伝

達
す
る
官
符
の
ご
と
き
文
献
に
お
い
て
は
、
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
認
識
さ
せ
る
の
が
最
重
要
事
項
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
原
因

た
る
彼
ら
の
背
景
事
情
な
ど
語
る
必
要
も
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
も

そ
も
彼
ら
が
京
を
離
れ
地
方
に
移
住
し
て
混
乱
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と

い
う
現
実
は
、
解
体
期
律
令
国
家
が
抱
え
る
社
会
矛
盾
に
他
な
ら
ず
、
支

配
者
層
が
容
易
に
触
れ
得
る
問
題
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

な
お
、『
保
則
伝
』
は
保
則
の
「
良
吏
」
像
を
強
調
す
べ
く
、
主
に
漢

籍
に
よ
る
潤
色
や
誇
張
が
多
分
に
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
研
究
史
上
の
定

説
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

が
、
引
用
⑦
に
お
け
る
保
則
の
言
は
、
そ
の
類
で
は
な

か
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
清
行
が
彼
に
語
ら
し
め
た
内
容
は
、
漢
籍
を
引
用

す
る
ま
で
も
な
く
、
解
体
期
の
律
令
国
家
が
対
応
に
苦
慮
し
た
暗
部
で

あ
っ
た
の
だ
と
容
易
に
推
察
さ
れ
る
の
だ
。

　

さ
て
、『
保
則
伝
』
に
か
よ
う
な
描
写
が
見
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
、
今

井
源
衛
氏
は
次
の
ご
と
く
述
べ（

（1
（

、

前
述
の
紊
乱
し
た
地
方
政
治
の
暴
露
も
、
実
は
保
則
と
い
う
一
人
物

の
伝
に
必
要
な
量
を
越
え
て
、
作
者
は
政
治
や
社
会
批
判
そ
の
も
の

に
関
心
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
…
…
（
中
略
）。

在
野
的
・
批
判
的
姿
勢
は
恒
貞
親
王
伝
よ
り
も
い
っ
そ
う
濃
厚
で
あ

る
。

高
橋
富
雄
氏
も
ま
た
、
そ
の
批
判
的
性
格
を
、

『
三
代
実
録
』
の
記
事
は
た
し
か
に
詳
し
い
。
し
か
し
、『
保
則
伝
』

と
読
み
く
ら
べ
て
み
る
と
、『
三
代
実
録
』
は
ま
さ
に
官
撰
国
史
で

あ
る
感
を
深
く
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
保
則
伝
』
は
歴
史
家
の

批
判
の
書
、
一
つ
の
透
徹
し
た
歴
史
評
論
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ

る
。『
三
代
実
録
』
が
支
配
す
る
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
官
庁
用
記

録
と
し
て
事
実
を
た
だ
羅
列
す
る
だ
け
な
の
に
、『
保
則
伝
』
で
は

き
び
し
く
選
ば
れ
た
事
実
に
、
歴
史
の
真
実
を
語
ら
せ
よ
う
と
す
る

歴
史
家
の
立
場
が
は
っ
き
り
指
し
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…

（
中
略
）。
そ
の
点
で
『
保
則
伝
』
は
、『
三
代
実
録
』
以
上
に
歴
史

の
真
実
を
よ
く
伝
え
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

と
指
摘
す
る（

（1
（

（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）。
こ
れ
ら
は
、
作
品
全
体
が
批0

判
性

0

0

を
孕
ん
で
い
る
こ
と
を
認
め
る
指
摘
で
あ
り
、
と
り
わ
け
引
用
⑥
の

記
述
は
確
か
に
体
制
批
判
を
強
く
示
し
て
い
よ
う
。

　

し
か
し
、
先
に
掲
げ
た
描
写
が
先
学
の
言
う
ご
と
く
「
在
野
的
」
あ
る
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い
は
反
体
制
的
に
「
歴
史
の
真
実
」
を
語
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は

あ
く
ま
で
結
果
と
し
て
副
次
的
に
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
単
な
る

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、つ
ま
り
テ
ー
ゼ
と
し
て
の「
体
制
」と
そ
の
ア
ン
チ
テ
ー

ゼ
と
し
て
の「
反
体
制
」と
い
う
二
項
対
立
に
回
収
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

か
よ
う
な
〝
読
み
〟
は
、
や
や
も
す
れ
ば
作
品
が
内
包
す
る
表
現
上
の
問

題
や
特
質
を
、
全
て
政
治
的
イ
シ
ュ
ー
に
矮
小
化
し
て
し
ま
う
。

　

引
用
①
か
ら
⑦
に
至
る
ま
で
の
記
述
は
、
交
易
と
い
う
名
の
搾
取
、
官

軍
の
惨
め
な
敗
北
、
国
司
や
郡
司
ら
地
方
官
の
横
暴
・
収
奪
、
特
産
品
め

が
け
て
集
ま
る
権
門
の
子
弟
と
、
無
知
蒙
昧
で
あ
る
が
た
め
に
抵
抗
し
得

な
い
人
民
、
地
方
政
治
の
混
乱
を
正
当
に
断
罪
で
き
な
い
権
力
者
、
本
貫

の
京
を
離
れ
地
方
で
生
活
苦
の
た
め
に
荒
れ
る
悪
党
ら
の
姿
を
見
事
に
炙

り
出
し
て
い
る
。
か
よ
う
な
描
写
に
は
、
政
治
的
な
体
制
批
判
の
み
に
留

ま
ら
ず
、
多
様
な
身
分
階
層
を
捉
え
、
か
つ
社
会
に
生
起
し
て
い
る
種
々

の
問
題
を
取
り
上
げ
よ
う
と
い
う
、
作
者
清
行
の
〈
批
判
精
神
〉
が
看
取

で
き
よ
う
。

　

そ
し
て
何
よ
り
注
意
す
べ
き
は
、如
上
の
社
会
問
題
が
常
に
保
則
の「
良

吏
」
像
を
顕
彰
す
る
た
め
に
、
そ
の
事
績
と
相
互
補
完
的
に
描
か
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と
き
方
法
は
、
作
者
清
行
の
〈
批
判
精
神
〉
が

『
保
則
伝
』
を
貫
き
、
そ
の
作
品
の
展
開
に
お
い
て
不
可
欠
な
要
素
だ
と

い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
文
学
作
品
に
お
け

る
〝
主
題
性
〟
と
言
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。

第
三
節　

�

仮
名
文
学
の
始
発
＝『
竹
取
』の
叙
述
に
見
る〈
批

判
精
神
〉

　

前
節
で
は
、
十
世
紀
初
頭
成
立
の
『
保
則
伝
』
に
お
い
て
、
人
間
社
会

の
多
様
な
有
り
様
に
光
を
当
て
、
そ
れ
ら
を
客
観
的
に
描
き
出
し
て
相
対

化
し
よ
う
と
す
る
叙
述
態
度
＝
〈
批
判
精
神
〉
が
認
め
ら
れ
、
そ
し
て
そ

れ
が
作
品
内
で
〝
主
題
性
〟
を
獲
得
し
て
い
る
点
を
確
認
し
た
。
引
き
続

い
て
、
仮
名
文
学
の
始
発

0

0

で
あ
り
、
物
語
文
学
の
嚆
矢
と
し
て
誰
も
が
知

る
『
竹
取
物
語
』
を
例
に
と
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
現
存

0

0

『
竹
取
』
は
『
保

則
伝
』
よ
り
や
や
後
に
成
立
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
か
か
る
仮
名
文

学
の
始
発

0

0

に
は
、
一
体
い
か
な
る
精
神
性
な
い
し
主
張
性
が
看
取
さ
れ
る

の
か
。
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
で
、『
保
則
伝
』
の
文
学
史
的
意
義
が
一

層
明
瞭
に
な
る
は
ず
だ
。
ま
ず
は
、
有
名
な
冒
頭
部
分
を
引
こ
う
。

・�

今
は
昔
、
竹
取
の
翁
と
い
ふ
も
の
あ
り
け
り
。
野
山
に
ま
じ
り
て
竹

を
取
り
つ
つ
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
に
使
ひ
け
り
。
名
を
ば
、
讃
岐
の
造

と
な
む
い
ひ
け
る
。�

（
集
成
・
９
頁
）

　

こ
の
記
述
に
お
い
て
、「
竹
取
の
翁
」
は
自
ら
竹
を
取
っ
て
加
工
す
る

こ
と
を
生
業
と
す
る
人
物
だ
と
語
ら
れ
る
の
だ
が
、古
代
律
令
国
家
で
は
、
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建
前
に
せ
よ
「
班
田
収
授
」
が
「
田
令
」（
区
分
条
、
六
年
一
班
条
）
に

規
定
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
翁
は
口
分
田
を
与
え
ら
れ
る
対
象
で

は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
す
な
わ
ち
、
か
か
る
描
写
は
、
後
藤
康
文
氏
が
「
田

畑
を
も
た
ぬ
古
代
社
会
の
賤
民
」
と
評
し
て
い
る（

（1
（

通
り
で
、
古
代
律
令
国

家
に
お
い
て
「
竹
取
の
翁
」
は
自
分
の
土
地
を
有
さ
な
い
、
良
民
社
会
の

0

0

0

0

0

埒
外

0

0

に
存
在
す
る
人
間
で
あ
っ
た
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

か
か
る
事
実
が
作
品
冒
頭
に
て
明
示
さ
れ
る
意
味
は
何
か
。
そ
の
手
が

か
り
は
、
以
下
の
文
献
に
あ
る
。

◇�

昔
老
翁
有
り
き
。
号
け
て
竹
取
の
翁
と
曰
ひ
き
。
こ
の
翁
、
季
春
の

月
に
丘
に
登
り
て
遠
望
し
、
忽
ち
に
羹
を
煮
る
九
箇
の
女
子
に
値あ

ひ

き
。
百
嬌
儔た
ぐ
ひな

く
、
花
容
匹た
ぐ
ひな

し
。
時
に
娘
子
等
、
老
翁
を
呼
び
て

嗤
ひ
て
曰
く
、
…
…
（
後
略
）。

�（『
万
葉
集
』・
三
七
九
一
～
三
八
〇
二
題
詞
／
岩
波
文
庫
④
・
256
、
258
頁
）

◇�

丹
後
の
国
。丹
波
の
郡
。郡
家
の
西
北
の
隅
の
方
に
比
治
の
里
あ
り
。

こ
の
里
の
比
治
の
山
の
頂
に
井
あ
り
。
そ
の
名
を
麻
奈
井
と
云
ふ
。

今
は
既
に
沼
と
成
れ
り
。こ
の
井
に
天
つ
女
八
人
降
り
来
て
浴か
は
あ水

む
。

時
に
老
夫
婦
あ
り
。そ
の
名
を
和わ

奈な

佐さ

老お
き
な夫
・
和わ

奈な

佐さ

老を
み
な婦
と
曰
ふ
。

こ
の
老お
き
なら

こ
の
井
に
至
り
、
窃
か
に
天
つ
女
一
人
の
衣
と
裳
を
取
蔵

し
つ
。�

（『
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文
／
新
編
全
集
・
483
～
484
頁
）

◇�

近
江
の
国
伊い
か
ご香

の
郡
与よ

胡ご

の
郷
、
伊
香
の
小を
う
み江

、
郷
の
南
に
在
る
な

り
。
天
の
八
女
、
倶
に
白
鳥
と
為
り
天
よ
り
降
り
て
、
江
の
南
の
津

に
浴み

づ
あむ

。
時
に
、
伊
香
刀
美
、
西
山
に
在
り
て
、
遙
か
に
白
鳥
を
見

る
に
、其
の
形
奇あ

異や

し
。因
り
て
若
し
是
れ
神
人
な
る
か
と
疑
ひ
て
、

往
き
て
之
を
見
る
に
、
実
に
是
れ
神
人
な
り
。
是
に
於
い
て
伊
香
刀

美
、
即
ち
感
愛
を
生お
こ

し
て
、
還
り
去
る
を
得
ず
。
窃
か
に
白
き
犬
を

遣
は
し
て
天
の
衣
を
盗
み
取
ら
し
む
る
に
、
弟お
と
との
衣
を
隠
す
を
得
た

り
。�

（『
帝
王
編
年
記
』
養
老
七
年
／
国
史
大
系（

（1
（

・
148
頁
）

　

ま
ず
『
万
葉
集
』
の
題
詞
が
語
る
「
竹
取
の
翁
」
伝
説
だ
が
、
そ
の
語

り
出
し
に
注
意
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
翁
の
素
性
に
つ
い
て
、

彼
が
「
老
翁
」
で
あ
る
こ
と
と
名
が
「
竹
取
の
翁
」
で
あ
る
こ
と
し
か
語

ら
な
い
。
同
様
に
『
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文
と
『
帝
王
編
年
記
』
所
収
の

白
鳥
説
話
も
、「
和
奈
佐
老
夫
」「
伊
香
刀
美
」
と
そ
の
人
物
名
だ
け
は
明

ら
か
に
す
る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
の
素
性
は
一
切
明
か
さ
な
い
ま
ま
、
物

語
を
次
の
段
階
へ
と
進
行
せ
し
め
る
。

　

一
方
『
竹
取
』
は
彼
の
別
名
「
讃
岐
の
造
」
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
生
業

に
ま
で
筆
を
及
ば
せ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
原0

『
竹
取
』
と
で
も
言
う

べ
き
一
次
的
な
原
態
が
伝
承
さ
れ
生
長
し
て
ゆ
く
過
程
に
お
い
て
、
現
存

0

0

『
竹
取
』
作
者
が
、
古
代
律
令
国
家
に
お
け
る
翁
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
＝
自

分
の
土
地
を
持
た
ざ
る
賤
民
で
あ
っ
た
こ
と
を
新
た
に
書
き
加
え
た

0

0

0

0

0

0

0

0

、
さ

よ
う
な
可
能
性
を
も
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
示
唆
を
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見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
表
現
行
為
は
、
当
時
の
社
会
に
お
け
る
身

分
制
の
構
造
の
一
端
を
『
竹
取
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
に
内
包
せ
し
め
た
、

と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
求
婚
難
題
譚
」
で
あ
る
。

「
な
ほ
言
ひ
け
る
は
、
色
好
み
と
い
は
る
る
か
ぎ
り
五
人
、
思
ひ
や
む
時

な
く
、
夜
昼
来
け
り
。
そ
の
名
ど
も
、
石
作
の
皇
子
・
庫
持
の
皇
子
・
右

大
臣
阿
部
御
主
人
・
大
納
言
大
伴
御
行
・
中
納
言
石
上
麻
呂
足
、こ
の
人
々

な
り
け
り
」（
集
成
・
12
頁
）
と
紹
介
さ
れ
る
五
人
の
貴
公
子
た
ち
の
求

婚
は
、
あ
え
な
く
全
員
失
敗
に
終
わ
る
の
だ
が
、
そ
の
描
か
れ
方
に
つ
い

て
論
じ
た
、
次
に
掲
げ
る
保
立
道
久
氏
の
考
察（

（1
（

が
と
り
わ
け
興
味
深
い
。

そ
の
地
位
・
官
職
は
、
皇
子
二
人
と
、
右
大
臣
・
大
納
言
・
中
納
言

で
あ
っ
て
、
天
武
・
持
統
の
朝
廷
の
中
心
人
物
で
あ
る
。
…
…
（
中

略
）、『
竹
取
』
の
著
者
は
、
石
作
皇
子
に
象
徴
さ
れ
る
王
族
の
軽
佻

さ
に
も
、
車
持
皇
子
に
象
徴
さ
れ
る
摂
関
家
の
権
謀
術
数
ぶ
り
に
も

強
い
批
判
を
も
っ
て
い
た
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
…
…
（
中
略
）。

平
安
時
代
の
都
市
貴
族
た
ち
、「
勢
家
」
た
ち
は
、
ま
ず
は
富
を
握

る
上
級
の
宮
廷
貴
族
、
そ
し
て
武
威
を
握
る
中
級
の
武
門
貴
族
、
そ

し
て
官
衙
に
巣
く
う
文
官
貴
族
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
竹

取
物
語
』
の
作
者
は
、
見
事
に
、
そ
の
類
別
を
描
き
出
し
、
世
俗
の

イ
キ
ホ
ヒ
な
る
も
の
を
順
序
に
な
ら
べ
、
そ
の
上
で
そ
の
全
体
を
否

定
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

　

皇
子
あ
る
い
は
大
臣
や
納
言
と
い
っ
た
貴
顕
の
人
間
た
ち
を
め
ぐ
る
貴

公
子
譚
が
、
世
俗
の
権
門
勢
家
を
風
刺
す
る
ご
と
き
客
観
的
姿
勢
で
描
き

出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
保
立
氏
の
指
摘
に
、
異
論
は
な
か
ろ
う
。
皇
子
や

大
臣
と
い
っ
た
世
俗
の
権
勢
が
恋
に
溺
れ
転
落
、
身
を
滅
ぼ
し
、
そ
し
て

世
間
の
嘲
り
に
遭
う
様
子
を
詳
ら
か
に
描
き
出
そ
う
と
す
る
態
度
に
は
、

客
観
的
か
つ
観
察
的
に
、
人
間
社
会
を
照
射
し
よ
う
と
す
る
精
神
性
が
胚

胎
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
冒
頭
部
分
と
求
婚
難
題
譚
に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、
人
間

社
会
の
構
造
を
相
対
化
し
よ
う
と
す
る
叙
述
は
、
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
な

い
。
最
後
に
掲
げ
る
記
述
は
、
か
ぐ
や
姫
の
評
判
を
耳
に
入
れ
た
帝
が
、

内
侍
中
臣
房
子
を
翁
宅
に
遣
わ
し
た
場
面
で
あ
る
。

・�

内
侍
、「
か
な
ら
ず
見
た
て
ま
つ
り
て
参
れ
と
、
仰
せ
ご
と
あ
り
つ

る
も
の
を
。
見
た
て
ま
つ
ら
で
は
、
い
か
で
か
帰
り
参
ら
む
。
国
王

の
仰
せ
ご
と
を
、
ま
さ
に
、
世
に
棲
み
給
は
む
人
の
承
り
給
は
で
あ

り
な
む
や
。
い
は
れ
ぬ
こ
と
な
し
給
ひ
そ
」
と
、
言
葉
は
づ
か
し
く

言
ひ
け
れ
ば
、
こ
れ
を
聞
き
て
、
ま
し
て
か
ぐ
や
姫
聞
く
べ
く
も
あ

ら
ず
。「
国
王
の
仰
せ
ご
と
を
背
か
ば
、
は
や
殺
し
給
ひ
て
よ
か
し
」

と
言
ふ
。�

（
集
成
・
60
頁
）

　
「
国
王
の
仰
せ
ご
と
を
、
ま
さ
に
、
世
に
棲
み
給
は
む
人
の
承
り
給
は
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で
あ
り
な
む
や
」
と
い
う
内
侍
の
発
言
に
看
取
さ
れ
る
皇
権
力
の
絶
対
視

は
、◇

抑
一
天
之
下
、
寧
非
二

王
土
一

。
九
州
之
内
、
誰
非
二

公
民
一

。

�
（『
本
朝
文
粋
』「
応
レ

討
二

平
将
門
一

符
」
／
新
大
系
・
146
頁
）

◇�

食を

す
国
の
内
の
物
は
、
皆
国
皇
の
物
に
し
て
、
針
を
指
す
許
の
末
だ

に
、
私
の
物
都か
つ

て
無
し
。

�

（『
日
本
霊
異
記
』
下
・
第
三
十
九
縁
／
大
系
・
451
頁
）

右
の
文
献
に
窺
え
る
、「
王
土
王
民
思
想
」
と
同
根
の
思
想
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　
『
竹
取
』
の
こ
の
場
面
に
お
い
て
、「
王
土
」
＝
日
本
の
支
配
領
域
に
生

き
る
「
王
民
」
を
支
配
す
る
地
上

0

0

（
人
間
）
の
皇
権
力
が
、
天
上

0

0

（
月
）

世
界
の
住
人
で
あ
る
か
ぐ
や
姫
に
よ
っ
て
完
全
に
無
力
化
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
点
を
看
過
す
る
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
そ
の
地
上
の
皇
権
力
の
行

使
者
＝
帝
は
、
業
を
煮
や
し
て
強
引
に
か
ぐ
や
姫
の
袖
を
掴
み
御
輿
に
乗

せ
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
瞬
間
か
ぐ
や
姫
は
「
影
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
、
言
わ
ば
超
常
現
象

0

0

0

0

に
相
対
し
た
帝
の
「
は
か
な
く
口
惜
し
」
と
い

う
感
想
こ
そ
、
天
上
（
月
）
世
界
に
対
す
る
地
上
（
人
間
）
の
皇
権
力
の

敗
北
宣
言

0

0

0

0

と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、『
竹
取
』
と
い
う
仮
名

0

0

文
の
叙
述
に
お
い
て
一
体
い
か
な
る
精

神
性
や
主
張
性
が
見
出
さ
れ
る
の
か
、
二
、三
の
私
見
を
交
え
つ
つ
確
認

し
た
。
そ
れ
は
、
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
①
世
俗
の
権

力
や
身
分
階
層
な
ど
現
実
社
会
の
実
相
を
、
虚
構
の
世
界
を
通
し
て
客
観

的
に
提
示
し
よ
う
と
す
る
。
②
そ
し
て
そ
れ
を
相
対
化
し
、
批
判
し
よ
う

と
す
る
。
そ
れ
は
あ
る
種
の
「
内
省
」
と
も
言
い
得
る
。
③
そ
れ
ら
の
社

会
批
判
は
、
各
々
の
作
品
に
お
い
て
物
語
の
進
行
・
展
開
上
き
わ
め
て
重

要
な
意
味
＝
〝
主
題
性
〟
を
獲
得
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
①
～
③
の
精
神
性
・

主
張
性
は
、
ま
さ
に
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
『
保
則
伝
』
の
〈
批
判
精
神
〉

と
符
節
を
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。な
お
、③
の〝
主

題
性
〟
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
例
え
ば
も
し
翁
が
「
古
代
社
会
の
賤
民
」

で
は
な
く
都
の
大
富
豪
だ
っ
た
ら
、
も
し
か
ぐ
や
姫
が
帝
の
強
引
さ
に
屈

し
て
連
行
さ
れ
て
い
た
ら
、
も
し
貴
公
子
た
ち
の
う
ち
誰
か
が
か
ぐ
や
姫

と
成
婚
出
来
て
い
た
ら
、
こ
の
『
竹
取
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
構
成
は
一

瞬
に
し
て
破
綻
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
こ
と
、
想
像
に
難
く
な
い
。

　

さ
ら
に
申
し
添
え
て
お
こ
う
。
仮
名

0

0

文
学
の
始
発
た
る
『
竹
取
』
の
叙

述
に
見
え
る
か
よ
う
な
〈
批
判
精
神
〉
は
、
そ
の
百
年
ほ
ど
後
に
成
立
し

た
と
見
ら
れ
る
『
落
窪
』
に
も
求
め
得
る
。
例
え
ば
「
継
母
い
じ
め
譚
」

と
で
も
言
う
べ
き
「
復
讐
」
の
段
で
は
、

・�

右
の
お
と
ゞ
、
聞
き
給
ひ
て
、「
ま
こ
と
に
や
、
し
か
〳
〵
は
せ
し
、

女
車
を
な
さ
け
な
く
し
た
り
と
言
ふ
な
る
は
。
そ
の
う
ち
に
、
か
の

二
条
の
も
の
と
聞
き
し
は
、
い
か
に
思
ひ
て
せ
し
ぞ
。」
と
の
た
ま

へ
ば
、…
…（
中
略
）「
人
の
そ
し
り
な
負
ひ
そ
。さ
思
ふ
や
う
あ
り
。」
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と
の
た
ま
へ
ば
、
女
君
は
い
と
ほ
し
が
り
嘆
き
給
へ
ば
、
…
…
（
後

略
）。�

（
岩
波
文
庫
・
246
～
247
頁
）

と
、
衛
門
督
が
賀
茂
祭
に
て
継
母
方
の
典
薬
助
に
暴
行
、
さ
ら
に
は
継
母

北
の
方
を
車
か
ら
引
き
落
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
衛
門
督
の
父
右
大
臣

が
苦
言
を
呈
す
る
場
面
が
あ
る
。特
に
注
目
す
べ
き
は
、父
右
大
臣
の「
人

の
そ
し
り
な
負
ひ
そ
」
と
い
う
発
言
で
あ
る
。『
新
編
全
集
』
も
一
部
言

及
し
て
い
る
通
り
、
そ
の
行
為
が
「
そ
し
り
」
を
受
け
る
べ
き
も
の
と
い

う
右
大
臣
の
判
断
が
確
か
に
看
取
さ
れ
る
の
だ
が
、
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

「
そ
し
り
」
は
「
人
」
す
な
わ
ち
世
間
に
共
有
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
い

う
『
落
窪
』
作
者
の
態
度
を
も
認
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
れ
が
ま
さ

し
く
〈
批
判
精
神
〉
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

右
掲
の
部
分
は
あ
く
ま
で
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、『
竹
取
』
に
お
い
て

花
開
い
た
〈
批
判
精
神
〉
は
、
か
く
の
ご
と
く
後
代
の
物
語
文
学
に
も
継

承
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

第
四
節　

�

前
代
の
散
文
叙
述
と
の
比
較

─
『
懐
風
藻
』
の

人
物
伝
と
『
和
気
清
麻
呂
伝
』
を
例
に

　

さ
ら
に
、
前
代
の
漢
文
体
テ
キ
ス
ト
に
も
考
察
を
加
え
よ
う
と
思
う
。

た
だ
し
、本
稿
は
文
学
史
上
の
問
題
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。そ
こ
で
、

い
た
ず
ら
な
羅
列
を
避
け
、
か
つ
比
較
に
耐
え
得
る
前
代
の
漢
文
体
テ
キ

ス
ト
と
し
て
『
懐
風
藻
』
の
人
物
伝
と
単
行
の
人
物
伝
『
和
気
清
麻
呂
伝
』

（
以
下
『
清
麻
呂
伝
』）
と
を
選
ん
だ
。
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
は

い
ず
れ
も
「
漢
文
伝
」
と
い
う
形
式
を
取
っ
て
い
る
点
に
お
い
て
、『
保

則
伝
』と
の
共
通
項
を
有
し
て
お
り
、比
較
の
前
提
を
担
保
し
て
い
よ
う
。

次
い
で
重
視
し
た
点
は
、
そ
の
成
立
時
期
で
あ
る
。
そ
の
成
立
が
序
文
に

天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
と
明
記
さ
れ
て
い
る
『
懐
風
藻
』
は
、
上
代

0

0

の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
無
論
了
承
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
し
、『
清
麻
呂
伝
』も
、

現
存
本
文
の
成
立
年
代
は
未
詳
に
し
て
、
ほ
ぼ
同
文
の
薨
伝
が
『
後
紀
』

延
暦
十
八
年
二
月
二
十
一
日
条
に
見
え
る
な
ど
成
立
論
的
な
問
題
こ
そ
あ

れ
、
夙
に
「
両
伝
に
先
行
す
る
和
気
氏
の
家
譜
・
家
伝
が
あ
っ
た
と
考
え

る
方
が
よ
い
」
と
の
指
摘
が
あ
り（

（1
（

、
さ
ら
に
『
群
書
解
題
』
も
そ
の
成
立

を
天
長
二
年
（
八
二
五
）
か
ら
承
和
八
年
（
八
四
一
）
の
間
に
想
定
す
る

な
ど
、『
清
麻
呂
伝
』
に
内
容
的
な
古
態
性
を
認
め
、
九
世
紀
前
半
の
テ

キ
ス
ト
と
見
な
す
本
稿
の
前
提
は
、
従
前
の
研
究
史
を
踏
襲
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

は
じ
め
に
『
懐
風
藻
』
の
人
物
伝
で
あ
る
が
、『
懐
風
藻
』
に
は
大
友

皇
子
ら
皇
族
四
名
、
釈
智
蔵
ら
僧
四
名
、
そ
し
て
石
上
乙
麻
呂
を
合
わ
せ

た
計
九
名
の
伝
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
先
に
、
僧
四
名
の
伝
に
つ
い
て
結
論
か
ら
言
え
ば
、
上
述
の
ご
と
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き
〈
批
判
精
神
〉
は
全
く
見
出
さ
れ
ず
、
各
人
の
顕
彰
に
終
始
し
て
い
る
。

そ
の
例
と
し
て
、「
釈
弁
正
伝
」
と
「
釈
道
慈
伝
」
の
各
々
全
文
を
掲
出

し
て
み
よ
う
（
以
下
便
宜
的
に
「（
人
物
名
）
伝
」
の
形
式
で
呼
ぶ
）。

・�

弁
正
法
師
者
、
俗
姓
秦
氏
。
性
滑
稽
、
善
二

談
論
一

。
少
年
出
家
、
頗

洪
二

玄
学
一

。
太
宝
年
中
、
遣
二

学
唐
国
一

。
時
遇
二

李
隆
基
龍
潜
之
日
一

、

以
レ

善
二

囲い

棊き
一

、
屢
見
二

賞
遇
一

。
有
二

子
朝
慶
・
朝
元
一

。
法
師
及
慶
、

在
レ

唐
死
。
元
帰
二

本
朝
一

、
仕
至
二

大
夫
一

。
天
平
年
中
、
拝
二

入
唐
判

官
一

。到
二

大
唐
一

見
二

天
子
一

。天
子
以
二

其
父
故
一

、特
優
詔
、厚
賞
賜
。

還
二

至
本
朝
一

尋
卒
。�

（
大
系
・
96
～
97
頁
）

・�

釈
道
慈
者
、
俗
姓
額
田
氏
、
添
下
人
。
少󠄀
而
出
家
、
聡
敏
好
レ

学
。

栄
材
明
悟
、為
二

衆
所
一レ

推
。太
宝
元
年
、遣
二

学
唐
国
一

。歴
二

訪
明
哲
一

、

留
二

連
講か
う

肆し
一

。
妙
通
二

三
蔵
之
玄
宗
一

、
広
談
二

五
明
之
微
旨
一

。
時
唐
、

簡え
ら
ビ

下

于
二

国
中
一

義
学
高
僧
一
百
人
上

、
請
二

入
宮
中
一

、
令
レ

講
二

仁
王

般
若
一

。
法
師
学
業
頴え
い

秀し
う

、
預
二

入
選
中
一

。
唐
王
憐
二

其
遠
学
一

、
特

加
二

優
賞
一

。
遊
二

学
西
土
一

、十
有
六
歳
。
養
老
二
年
、
帰
二

来
本
国
一

。

帝
嘉
レ

之
、
拝
二

僧
綱
律
師
一

。
性
甚
骨こ
つ
か
う鯁

、
為
二

時
不
一レ

容
。
解
レ

任
帰
、

遊
二

山
野
一

。
時
出
二

京
師
一

。
造
二

大
安
寺
一

。
年
七
十
余
。

�

（
同
・
164
～
165
頁
）

　

単
行
の
人
物
伝
も
国
史
の
薨
卒
伝
も
、
古
代
に
お
い
て
漢
文
で
記
さ
れ

た
人
物
伝
は
そ
の
冒
頭
に
氏
・
姓
や
本
名
、
出
身
・
出
自
な
ど
の
概
略
を

示
し
、
次
に
人
柄
・
容
姿
・
才
学
と
い
っ
た
個
人
の
属
性
を
こ
れ
ま
た
概

略
的
に
示
す
の
が
基
本
的
な
構
造
で
あ
る
。
そ
の
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く

具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
の
だ
が
、
右
掲
の
伝
が
見
せ
る
人
物

描
写
は
ど
こ
ま
で
も
個
人
を
顕
彰
す
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
意
味
で

「
伝
」
と
い
う
形
式
の
類
型
性
を
脱
し
得
て
い
な
い
の
は
一
目
瞭
然
で
あ

ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
『
懐
風
藻
』
に
お
け
る
種
々
の
人
物
伝
は
、「
漢
文
伝
」
と

い
う
文
学
様
式
の
草
創
期
に
当
た
る
も
の
で
あ
り
、
毀
誉
褒
貶
以
前
に
文0

学
史
的

0

0

0

価
値
を
十
分
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。だ
が
、

あ
く
ま
で
テ
キ
ス
ト
理
解
の
問
題
と
し
て
、
六
国
史
に
お
け
る
薨
卒
伝
の

類
と
全
く
同
じ
態
度
の
人
物
描
写
・
顕
彰
は
、『
保
則
伝
』
や
『
竹
取
』

に
認
め
ら
れ
る
、
社
会
の
有
り
様
を
広
く
捉
え
た
上
で
客
観
的
に
描
き
出

そ
う
と
す
る
叙
述
態
度
と
比
較
し
た
時
、
や
は
り
「
類
型
性
を
脱
し
得
て

い
な
い
」
と
の
評
価
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
描
写
の
類
型
性
は
他
の
僧
三
名
の
そ
れ
と
同
断
で
あ
り
な
が

ら
も
、「
釈
智
蔵
伝
」
は
、

・�

同
伴
僧
等
、
頗
有
二

忌
害
之
心
一

。
法
師
察
レ

之
、
計
二

全
レ

躯
之
方
一

、

遂
被
髪
陽
狂
、
奔
二─

蕩
道
路
一

。
密
写
二

三
蔵
要
義
一

、
…
…
（
中
略
）。

同
伴
軽
蔑
、
以
二

為
鬼
狂
一

、
遂
不
レ

為
レ

害
。�

（
同
・
79
頁
）

の
ご
と
く
、
狂
人
を
装
っ
て
髪
を
振
り
乱
し
、
道
で
走
り
回
っ
た
と
い
う
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伝
奇
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
す
が
、
果
た
し
て
そ
れ
が
事
実
か
否
か
は
さ
て

お
き
、
そ
の
記
述
の
眼
目
は
結
局
彼
の
機
知
を
顕
彰
す
る
方
向
に
の
み
回

収
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。

　

皇
族
・
官
人
の
伝
も
同
じ
く
典
型
的
な
個
人
顕
彰
に
留
ま
る
が
、
興
味

深
い
内
容
を
見
せ
る
の
が
「
大
津
皇
子
伝
」
で
あ
る
。
謀
反
の
か
ど
で
捕

ら
え
ら
れ
、
非
業
の
死
を
遂
げ
た
皇
子
と
し
て
知
ら
れ
る
大
津
に
関
す
る

記
述
は
、
正
史
た
る
『
書
紀
』
朱
鳥
元
年
九
月
二
十
四
日
条
・
十
月
三
日

条
に
も
見
え
る
。
か
よ
う
に
彼
は
政
治
的
敗
者

0

0

0

0

0

と
言
う
べ
き
人
物
だ
が
、

そ
の
伝
は
果
た
し
て
何
を
語
る
の
か
。

・�

皇
子
者
、
浄
御
原
帝
之
長
子
也
。
…
…
（
中
略
）。
時
有
二

新
羅
僧
行

心
一

、
解
二

天
文
卜
筮
一

。
詔
二

皇
子
一

曰
、「
太
子
骨
法
、
不
二

是
人
臣

之
相
一

。
以
レ

此
久
在
二

下
位
一

、
恐
不
レ

全
レ

身
。」
因
進
二

逆
謀
一

。
迷8

二

此
詿
8

8

誤8

一

、
遂
図
二

不
軌
一

。�

（
同
・
74
～
75
頁
）

　
『
懐
風
藻
』
の
伝
は
、「
行
心
」
な
る
僧
が
「
逆
謀
を
進
」
ん
だ
た
め
に
、

大
津
は
「
此
の
詿
誤
に
迷
」
っ
て
「
不
軌
」
＝
謀
反
を
起
こ
し
た
の
だ
と

述
べ
る
。
一
方
『
書
紀
』
＝
正
史
の
側
は
、
こ
の
事
件
を
め
ぐ
っ
て
、
次

の
ご
と
く
記
す
。

◇�

皇
子
大
津
、
謀
反
発
覚
。
逮
二

捕
皇
子
大
津
一

、
幷
捕
下

為8

三

皇
子
大
津

8

8

8

8

所8

二

詿8

誤8

一

直ぢ
き

広く
わ
う

肆し

八や

口く
ち
の

朝
臣
音お
と

橿か
し

…
…
（
中
略
）・
新
羅
沙
門
行

心
一

、
及
帳と
ね
り内
礪と

杵き
の

道
作
等
、
卅
余
人
上

。

�

（『
日
本
書
紀
』
朱
鳥
元
年
十
月
三
日
／
岩
波
文
庫
⑤
・
440
頁
）

　

右
掲
の
記
事
は
皇
子
大
津
に
加
え
、「
皇
子
大
津
の
詿
誤
す
る
所
と
な

る
」
諸
々
の
被
疑
者
を
列
挙
し
、
彼
ら
を
捕
ら
え
た
と
述
べ
る
。
矢
作
武

氏
も
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

通
り
、『
懐
風
藻
』
と
『
書
紀
』
と
で
は
、「
詿
誤
」

す
る
主
体
が
逆
転
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

官
撰
に
あ
ら
ざ
る
漢
詩
集
の
『
懐
風
藻
』
と
官
撰
国
史
た
る
『
書
紀
』、

い
ず
れ
の
内
容
が
真
実

0

0

で
あ
る
か
は
即
断
し
が
た
い
。
だ
が
、
第
二
・
三

節
で
明
ら
か
な
ら
し
め
た
〈
批
判
精
神
〉
は
、
単
な
る
朝
廷
・
権
力
者
批

判
に
の
み
収
斂
し
て
ゆ
く
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
結
果
と
し
て
権
力
者

批
判
が
認
め
ら
れ
よ
う
と
も
、
よ
り
広
く
社
会
の
種
々
相
を
捉
え
、
そ
こ

に
生
起
す
る
諸
問
題
を
あ
く
ま
で
も
客
観
的
に
描
き
出
し
、
対
象
化
し
て

捉
え
よ
う
と
す
る
態
度
こ
そ
が
〈
批
判
精
神
〉
で
あ
り
、
こ
の
「
大
津
皇

子
伝
」
に
そ
う
し
た
精
神
性
は
、
未
だ
胚
胎
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

続
い
て
、『
懐
風
藻
』
の
次
は
『
清
麻
呂
伝
』
で
あ
る（

（1
（

が
、
現
存
『
清

麻
呂
伝
』
の
藍
本
と
し
て
和
気
氏
家
伝
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
根
拠
の
一

つ
に
、
そ
の
姉
広
虫
の
伝
も
併
記
さ
れ
て
い
る
事
実
が
あ
り
、
そ
こ
で
次

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
て
い
る
。

・�（
恵
美
押
勝
ノ
）
乱
止
之
後
、
民
苦
二

飢
疫
一

、
棄
二

子
草
間
一

。
遣
二

人

収
養
一

、
得
二

八
十
三
児
一

。
同
名
二

養
子
一

、
賜
二

葛
木
首
一

。

�

（
群
書
類
従
／
354
頁
）
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恵
美
押
勝
の
乱
後
、
広
虫
は
飢
饉
や
疫
病
に
苦
し
ん
だ
民
衆
の
捨
て
た

孤
児
を
養
子
と
し
、
葛
木
首
の
姓
を
賜
っ
た
と
い
う
。
こ
の
記
述
、
前
の

『
保
則
伝
』
が
官
吏
や
権
門
勢
家
の
不
当
行
為
が
た
め
に
苦
し
む
民
衆
の

姿

─
ま
さ
し
く
当
時
の
社
会
が
直
面
し
て
い
た
問
題

─
を
描
き
出
し

た
表
現
行
為
と
、
や
や
も
す
れ
ば
軌
を
一
に
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
る
に
、
飢
饉
や
疫
病
は
あ
る
時
代
・
社
会
に
特
異
的
に

生
ず
る
問
題
で
は
な
く
、
六
国
史
を
検
す
る
だ
け
で
も
『
書
紀
』
か
ら
『
三

代
実
録
』
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
あ
ま
た
見
出
さ
れ
る
。
さ
ら
に
恵
美
押

勝
の
乱
と
飢
饉
・
疫
病
と
の
関
係
も
認
め
が
た
く
、
か
か
る
乱
を
主
題
的

に
取
り
上
げ
た
言
説
と
も
言
え
な
い
。
か
よ
う
な
描
写
は
、
と
ど
の
つ
ま

り
広
虫
の
顕
彰
に
全
て
還
元
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
こ
に
は
国
家
統
治
や
行

政
の
混
乱
を
描
き
出
そ
う
す
る
精
神
性
は
決
し
て
胚
胎
し
て
い
な
い
。
そ

の
点
に
お
い
て
、『
保
則
伝
』
が
見
せ
る
ご
と
き
〈
批
判
精
神
〉
を
獲
得

し
た
叙
述
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

な
お
、『
清
麻
呂
伝
』
全
体
の
描
写
を
見
る
と
、
奇
譚
・
奇
瑞
に
走
る

傾
向
が
強
く
認
め
ら
れ
る
。

・�

清
麻
呂
祈
曰
、「
今
大
神
所
レ

教
、
是
国
家
之
大
事
也
。
託
宣
難
レ

信
。

願
示
二

神
異
一

。」
即
忽
然
現
レ

形
、
其
長
三
丈
許
也
。
相
如
二

満
月
一

、

清
麻
呂
消
レ

魂
失
レ

度
、
不
レ

能
二

仰
見
一

。�

（
355
頁
）

・�

道
鏡
又
追
将
レ

殺
二

清
麻
呂
於
道
一

。
雷
雨
晦
瞑
、
未
レ

即
レ

行
レ

刑
。
俄

而
勅
使
来
、
僅
得
レ

免
。�

（
同
頁
）

・�

弟
清
麻
呂
脚
痿な
エ
テ

不
レ

能
二

起
立
一

、
為
拝
二

八
幡
神
一

。
輿
レ

病
即
レ

路3

。（
（2
（

及
二

至
豊
前
国
宇
佐
郡
楉し
も
と

田だ

村
一

、有
二

野
猪
三
百
許
一

、夾
レ

路
而
列
。

徐
歩
前
二

駆
十
許
里
一

、
走
入
二

山
中
一

。
見
人
共
異
レ

之
。
拝
レ

社
之
日

始
得
二

起
歩
一

。�

（
355
～
356
頁
）

　

清
麻
呂
が
野
生
の
猪
に
よ
っ
て
歩
行
可
能
に
な
っ
た
、
な
ど
の
奇
譚
に

は
確
か
に
虚
構
性
も
認
め
ら
れ
よ
う
が
、
そ
れ
は
虚
構
に
よ
っ
て
何
ら
か

の
真
実
を
映
し
出
そ
う
と
す
る
態
度
の
叙
述
で
は
な
い
。
極
端
に
理
想
的

「
良
吏
」
を
描
い
た
『
保
則
伝
』
と
、
虚
構
の
世
界
を
作
り
出
し
た
『
竹

取
』
は
、
各
々
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
通
し
て
現
実
社
会
の
実
相
を
描
き
出
さ

ん
と
し
た
が
、
か
か
る
表
現
行
為
と
単
な
る
奇
譚
・
奇
瑞
と
を
決
し
て
同

列
に
は
扱
え
な
い
の
で
あ
る
。

第
五
節　
「
散
文
」
の
成
立

　

最
後
に
も
う
一
点
、〈
批
判
精
神
〉
と
関
わ
り
合
う
問
題
に
つ
い
て
、

附
言
し
て
お
き
た
い
。
西
郷
信
綱
氏
は
そ
の
著
書
『
日
本
古
代
文
学
史
』

に
お
い
て
「
散
文
の
成
立
」
と
い
う
項
を
掲
げ
、「
散
文
は
、
個
人
と
し

て
反
省
し
、
分
析
し
、
批
判
し
、
認
識
す
る
と
い
う
、
詩
と
は
む
し
ろ
反

対
の
機
能
を
も
つ
新
し
い
表
現
の
形
式
で
、
そ
の
志
向
は
魔
術
的
な
も
の
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を
切
断
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
お
か
れ
る
」
と
述
べ
る（

（2
（

が
、
こ
れ
は
「
散

文
」
と
い
う
表
現
形
式
の
概
括
的
な
定
義
を
示
す
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

　

ま
た
、
石
母
田
正
氏
も
同
様
に
、

し
た
が
っ
て
人
間
生
活
の
複
雑
な
連
関
や
そ
の
微
妙
な
細
部
を
描
こ

う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
散
文
形
式
は
最
も
独
自
な
機
能
を
発
揮
す

る
の
で
あ
っ
て
、
散
文
文
学
の
発
達
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
文
学
の

表
現
し
よ
う
と
す
る
主
題
の
変
化
で
あ
る
。
…
…
（
中
略
）。
平
安

時
代
に
お
け
る
物
語
様
式
の
異
状
な
発
達
は
、
従
来
の
散
文
文
学
の

形
式
上
の
継
承
発
展
で
は
あ
る
が
、
そ
の
基
礎
は
文
学
に
お
け
る
主

題
が
単
な
る
主
観
の
表
白
か
ら
複
雑
な
現
実
を
描
写
し
よ
う
と
す
る

客
観
的
方
向
に
変
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
分
析
し
て
い
る（

（2
（

。
続
い
て
平
沢
竜
介
氏
も
「
散
文
と
は
表
現
す
る
対
象

と
あ
る
距
離
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
そ
の
対
象
を
具
象
的
に

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
文
体
で
あ
る
」
と
規
定
し
た
上
で
、「
人
々
が

自
然
と
あ
る
距
離
を
持
ち
、
そ
れ
を
対
象
化
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
頃

に
な
る
と
、
人
々
は
自
然
を
日
常
的
、
散
文
的
な
姿
で
捉
え
る
よ
う
に
な

る
」
と
言
う（

（2
（

が
、
こ
の
指
摘
は
前
掲
西
郷
著
書
や
前
掲
石
母
田
論
文
の
議

論
を
、
大
筋
に
お
い
て
肯
定
的
に
継
承
す
る
も
の
と
見
て
よ
い
。

　

以
上
、
こ
れ
ら
先
学
の
指
摘
で
は
、「
散
文
」
を
〈
現
実
社
会
を
客
観

的
に
描
写
し
、
批
判
な
い
し
対
象
化
す
る
〉
機
能
を
持
つ
文
体
と
捉
え
て

お
り
、
煩
を
避
け
る
た
め
直
接
の
引
用
は
控
え
た
が
、
そ
の
成
立

0

0

時
期
は

平
安
朝
前
期
の
仮
名

0

0

文
学
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

平
安
朝
前
期
に
お
け
る
「
散
文
」
成
立

0

0

と
い
う
文
章
表
現
史
上
の
問
題

は
、
国
語
史
な
ど
さ
ら
に
多
様
な
角
度
か
ら
考
究
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ

て
、
全
て
を
こ
こ
で
論
ず
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
る
が
、
本
稿
の
〈
批
判

精
神
〉と
い
う
観
点
か
ら
、「
散
文
」に
つ
い
て
説
明
で
き
る
点
も
あ
ろ
う
。

　
『
保
則
伝
』
や
『
竹
取
』
に
認
め
ら
れ
る
〈
批
判
精
神
〉
と
は
、
単
な

る
為
政
者
批
判
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
類
で
は
な
く
、
現
実
社
会
の
有
り
様

を
客
観
的
に
描
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
対
象
化
す
る
機
能
を
有

し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
こ
ま
で
縷
説
し
て
き
た
通
り
で
あ

る
。
か
か
る
叙
述
態
度
は
、
先
学
が
指
摘
し
た
「
散
文
」
の
「
人
間
生
活

の
複
雑
な
連
関
や
そ
の
微
妙
な
細
部
を
描
こ
う
と
す
る
」
ご
と
き
態
度
と

ま
さ
に
符
合
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
石
母
田
論
文
が
「
説
き
つ
く

し
描
き
つ
く
し
得
る
」
と
評
し
た
「
散
文
」
本
来
の
機
能
は
、
か
か
る
〈
批

判
精
神
〉
を
テ
キ
ス
ト
に
具
現
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
段
に
な
っ
て
初
め

て
、
十
分
に
機
能
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
が
「
散
文
」

が
散
文
＝
韻
律
に
と
ら
わ
れ
な
い
非
韻
文

0

0

0

と
い
う
形
式
を
取
る
こ
と
の
意

味
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
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第
六
節　

結
語

─
〈
批
判
精
神
〉
を
め
ぐ
っ
て

　

以
上
、『
保
則
伝
』
の
〈
批
判
精
神
〉
を
め
ぐ
っ
て
、
後
代
の
作
り
物

語
や
前
代
の
漢
文
体
テ
キ
ス
ト
と
も
比
較
し
な
が
ら
、
前
後
の
文
学
史
と

の
関
わ
り
の
中
に
置
い
て
そ
の
具
体
相
を
論
じ
た
。
い
さ
さ
か
冗
長
の
感

も
あ
る
が
、
今
一
度
そ
の
定
義
を
明
確
な
ら
し
め
た
い
。
前
代
の
人
物
伝

の
ご
と
く
単
に
個
人
を
顕
彰
す
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
政
治
的
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
主
張
す
る
た
め
で
も
な
く
、社
会
に
お
け
る
多
様
な
階
層
・

問
題
を
す
く
い
上
げ
、
相
対
化
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
、
作
品
の
展
開
上

不
可
欠
な
要
素
た
り
得
て
い
る
、
そ
う
し
た
叙
述
に
認
め
ら
れ
る
精
神
性

を
〈
批
判
精
神
〉
と
呼
び
た
い
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
〈
批
判
精
神
〉
が

『
保
則
伝
』
の
叙
述
態
度
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
は
前
代
の

漢
文
体
テ
キ
ス
ト
に
は
決
し
て
求
め
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
仮
名

0

0

の
作
り

物
語
も
含
め
た
前
後
の
文
学
史
に
お
い
て
、『
保
則
伝
』
の
〈
批
判
精
神
〉

が
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
『
保
則
伝
』
に
つ
い
て
は
第
三
節
に
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
た
が
、
と

り
わ
け
引
用
⑦
で
触
れ
た
、
大
宰
府
の
混
乱
を
め
ぐ
る
『
保
則
伝
』
と
正

史
・
官
符
の
叙
述
の
差
異
こ
そ
、〈
批
判
精
神
〉
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
示

唆
を
与
え
て
く
れ
よ
う
。
稿
者
は
そ
の
差
異
を
「
そ
の
文
献
が
担
う
役
割
」

に
帰
し
た
が
、
言
い
換
え
れ
ば
そ
れ
は
「
何
を
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

の
か
」
と
い
う
制
約

0

0

の
問
題
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
一
般
論
だ
が
、
あ
ら
ゆ

る
事
象
は
、
そ
こ
に
選
択

0

0

の
自
由
が
あ
る
こ
と
で
初
め
て
、
そ
の
選
択

0

0

と

い
う
行
為
主
体

0

0

0

0

の
意
識
や
精
神
と
い
っ
た
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
は
ず

だ
。「
律
令
政
治
の
は
な
や
か
な
時
代
の
政
府
の
権
威
を
負
っ
て
撰
修
せ

ら
れ（

（2
（

」
た
正
史
と
は
対
照
的
に
、「
漢
文
伝
」
と
い
う
文
学
様
式
は
、
個

人
の
事
績
を
伝
え
る
と
い
う
建
前
さ
え
放
棄
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の

制
約

0

0

は
存
在
し
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、『
保
則
伝
』
と
時
期
を
ほ
ぼ
同
じ

う
し
て
成
立
し
た
と
思
し
き
『
恒
貞
親
王
伝
』
も
、
承
和
の
変
に
関
し
て

正
史
『
続
後
紀
』
に
は
載
ら
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
し
、「
正
史
と
鋭
く

対
立
し
な
が
ら
そ
の
不
当
性
を
強
く
主
張
す
る（

（2
（

」こ
と
に
成
功
し
た
の
だ
。

『
保
則
伝
』
に
戻
っ
て
み
る
と
、
そ
の
よ
う
な
制
約

0

0

の
な
い
状
況
下
で
、

大
宰
府
で
荒
れ
る
悪
党
た
ち
の
拠
所
な
い
事
情
に
つ
い
て
清
行
が
筆
を
走

ら
せ
た
の
は
、
や
は
り
〈
批
判
精
神
〉
無
し
に
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
叙

述
と
言
う
べ
き
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
〈
批
判
精
神
〉
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
発
生
・
成
立
し
た
の
か
と
い
う

問
題
に
正
面
か
ら
対
峙
し
た
先
行
研
究
は
未
だ
管
見
に
入
ら
な
い
が
、『
竹

取
』
の
ご
と
き
仮
名

0

0

文
学
が
成
立
す
る
以
前
、
万
一
そ
う
言
っ
て
悪
け
れ

ば
少
な
く
と
も
確
実
に
同
時
期
に
『
保
則
伝
』
と
い
う
漢
文

0

0

の
テ
キ
ス
ト

が〈
批
判
精
神
〉を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
な
ら
し
め
る
こ
と
で
、
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日
本
の
散
文
叙
述
に
お
け
る
〈
批
判
精
神
〉
の
発
生
・
成
立
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
も
、
そ
の
一
端
を
解
明
し
得
た
と
思
う
。『
保
則
伝
』
に
〈
批

判
精
神
〉
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
そ
れ
を
我
が
国
の
文
学
史
上

に
置
き
直
し
た
時
、
そ
れ
自
体
が
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
言
う
べ
き

で
あ
る
。

注（１
）	『
国
史
大
辞
典
』「
国
風
文
化
」
の
項
（
川
崎
庸
之
氏
執
筆
）

（
２
）	『
日
本
国
語
大
辞
典
』「
国
風
文
化
」
の
項

（
３
）	「
仮
名
文
学
の
成
立
」
を
め
ぐ
る
議
論
の
全
て
は
到
底
記
し
尽
く
せ
な
い
が
、
野

口
元
大
『
王
朝
仮
名
文
学
論
攷
』
Ⅰ
・
第
二
章
「
仮
名
文
学
の
開
花
」（
風
間
書
房
、

平
十
四
。
初
出
昭
五
六
）、
三
谷
邦
明
「
物
語
文
学
の
成
立
」（
三
谷
栄
一
編
『
体

系
物
語
文
学
史 

第
一
巻
』有
精
堂
、昭
五
七
）、室
伏
信
助『
王
朝
物
語
史
の
研
究
』

（
角
川
書
店
、
平
七
）
な
ど
参
照
。

（
４
）	『
保
則
伝
』
本
文
の
引
用
は
原
則
と
し
て
『
続
群
書
類
従
』（
群
）
に
拠
っ
た
が
、

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
諸
寺
縁
起
集
』（
尊
）、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

「
藤
保
則
伝
残
編
」（
京
）
も
参
照
し
て
、
必
要
に
応
じ
本
文
を
改
訂
し
、
改
訂

箇
所
は
傍
点
を
付
し
た
。
そ
の
他
の
文
献
は
各
々
所
掲
の
書
物
に
基
づ
い
た
が
、

私
意
に
よ
り
返
り
点
や
句
読
点
を
補
う
な
ど
、適
当
と
思
わ
れ
る
形
で
引
用
し
た
。

（
５
）	「
神
服
直3

雄
」
に
つ
い
て
、
群
は
「
真3

」
に
作
る
が
〔
直
（
三
代
実
録
）〕
と
傍
記
、

尊
も
「
真
」
に
作
る
（
京
は
当
該
部
欠
文
）。「
神
服
直3

雄
」「
神
服
真3

雄
」
と
も

に
歴
史
文
献
に
そ
の
名
は
一
例
も
見
え
ず
、判
断
に
足
る
根
拠
は
今
日
残
ら
な
い
。

群
の
傍
記
・『
三
代
実
録
』
に
ひ
と
ま
ず
従
い
、「
直3

雄
」
と
し
た
。

（
６
）	

所
功
「『
藤
原
保
則
伝
』
の
基
礎
的
考
察
」（
芸
林
会
編
「
芸
林
」
21
の
３
、
昭

四
五
・
六
）

（
７
）	「
而3

」
に
つ
い
て
、
群
は
「
無3

」
に
作
る
が
、
文
意
不
明
。
尊
・
京
に
従
っ
て
改

訂
す
る
。

（
８
）	「
路3

」
は
群
に
な
し
。
尊
・
京
に
よ
っ
て
補
う
。
ま
た
、
群
・
尊
・
京
全
て
「
赴

為
賊
徒
3

3

之
国3

之
民
」
に
作
る
が
、『
思
想
体
系
』
の
判
断
に
従
っ
て
一
つ
目
の
「
之
」

は
衍
字
と
し
て
削
除
し
た
。

（
９
）	

坂
本
太
郎
『
坂
本
太
郎
著
作
集 

第
三
巻 

六
国
史
』
第
一
編
「
総
説
」（
吉
川
弘

文
館
、
昭
六
四
）
初
出
昭
四
五
。

（
10
）	

大
曾
根
章
介「
漢
文
学
に
お
け
る
伝
記
と
巷
説

─
紀
長
谷
雄
と
三
善
清
行

─
」

（『
日
本
漢
文
学
論
集 

第
二
巻
』汲
古
書
院
、平
一
〇
）初
出
昭
四
四
。矢
作
武「
三

善
清
行
の
方
法

─
藤
原
保
則
伝
考

─
」
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
編
「
国
文
学

研
究
」
50
（
昭
四
八
・
六
）。
大
曾
根
章
介
「
上
代
か
ら
中
古
へ

─
漢
文
伝
記
の

世
界

─
」
前
掲
書
。
初
出
昭
五
四
。
な
ど
。

（
11
）	

今
井
源
衛
「
漢
文
伝
の
世
界
」（『
今
井
源
衛
著
作
集 

第
八
巻
』
笠
間
書
院
、
平

一
七
）
初
出
昭
三
二
。

（
12
）	

高
橋
富
雄
「
藤
原
保
則
伝
に
お
け
る
元
慶
の
乱
」（
今
村
教
授
退
官
記
念
会
編
『
秋

田
地
方
史
の
研
究
』
金
沢
文
庫
、
昭
四
八
）

（
13
）	

後
藤
康
文「
僥
倖
が
も
た
ら
し
た
苦
悩
と
絶
望

─
竹
取
の
翁
の
人
生
を
考
え
る
」

（
仁
平
尊
明
編
『
悩
め
る
人
間

─
人
文
学
の
処
方
箋
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、

平
二
九
）

（
14
）	

国
史
大
系
所
収
の
原
文
は
返
り
点
付
き
漢
文
。
稿
者
が
私
に
訓
み
下
し
た
。

（
15
）	
保
立
道
久
『
か
ぐ
や
姫
と
王
権
神
話
』（
洋
泉
社
、
平
二
二
）

（
16
）	
王
土
王
民
思
想
に
つ
い
て
は
、
村
井
章
介
「
王
土
王
民
思
想
と
九
世
紀
の
転
換
」

（『
日
本
中
世
境
界
史
論
』
岩
波
書
店
、
平
二
五
。
初
出
平
七
）
を
参
照
。

（
17
）	『
国
史
大
辞
典
』「
和
気
清
麻
呂
伝
」
の
項
（
平
野
邦
雄
氏
執
筆
）

（
18
）	

矢
作
武
「『
懐
風
藻
』
所
載
の
「
伝
」
と
そ
の
虚
構
性
」（
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
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編
「
国
文
学
研
究
」
54
、
昭
四
九
・
一
〇
）。

（
19
）	
本
稿
で
は
『
群
書
類
従
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
を
『
清
麻
呂
伝
』
と
呼
び
、
明
ら
か

な
誤
記
や
解
読
不
能
箇
所
の
み
『
後
紀
』
に
よ
っ
て
補
う
。

（
20
）	「
路3

」
に
つ
い
て
、
群
類
本
は
「
絡3

」
に
作
る
が
、
文
意
不
明
。『
後
紀
』
に
従
う
。

（
21
）	

西
郷
信
綱
『
日
本
古
代
文
学
史
』（
岩
波
現
代
文
庫
、
平
一
七
）。
初
版
昭

二
六
）。
な
お
、
以
降
の
引
用
文
中
の
傍
線
は
全
て
稿
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
22
）	

石
母
田
正
「『
宇
津
保
物
語
』
に
つ
い
て
の
覚
書

─
貴
族
社
会
の
叙
事
詩
と
し

て
の

─
」（『
石
母
田
正
著
作
集 

第
十
一
巻
』
岩
波
書
店
、
平
二
）
初
出
昭

一
八
。

（
23
）	

平
沢
竜
介
「
古
代
文
学
に
お
け
る
自
然
表
現

─
『
古
事
記
』『
万
葉
集
』
か
ら
平

安
文
学
へ

─
」（『
王
朝
文
学
の
始
発
』
笠
間
書
院
、
平
二
一
）
初
出
平
一
一
。

（
24
）	

前
掲
注
（
９
）
坂
本
著
書
。

（
25
）	

渡
辺
秀
夫
「
漢
文
伝
と
史
書
と
物
語
と

─
《
讒
僭
の
廃
太
子
》・『
恒
貞
親
王
伝
』

断
章

─
」（
至
文
堂
編
「
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
」
56
の
10
、
平
三
・
一
〇
）

【
付
記
】

本
稿
に
お
け
る
『
藤
原
保
則
伝
』
の
本
文
校
訂
・
確
定
に
あ
た
っ
て
は
、
京
都
大
学

附
属
図
書
館
な
ら
び
に
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
資
料
の
閲
覧
、

複
写
、
翻
刻
利
用
の
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な
資
料
を
利
用
さ
せ
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
、
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


